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‌【
丹
羽
家
御
霊
屋
】�​

丹
羽

家
御
霊
屋
は
二
本
松
市
の
大

隣
寺
に
あ
る
。『
生
ひ
立
ち

之
記
』
に
は
「
明
け
れ
ば
明

治
二
十
三
年
の
春
と
な
り
、

安
達
郡
役
所
改
築
の
縣
會
を

通
過
し
、
夫
れ
が
起
工
設
計

に
従
事
す
。（
中
略
）
其
の

年
八
月
を
以
て
完
成
を
告

げ
、
…
我
は
此
工
事
中
を
利

用
し
、
舊
二
本
松
藩
主
丹
羽

子
の
祖
先
御
霊
屋
の
改
築
を

嘱
託
せ
ら
れ
た
り
。」
と
あ

る
。

　

戊
辰
戦
争
１
５
０
年
に
当

た
る
平
成
30
年
の
秋
彼
岸
に

大
隣
寺
を
訪
れ
、
ご
住
職
に

御
霊
屋
の
築
年
や
経
緯
な
ど

を
お
尋
ね
し
た
と
こ
ろ
、
当

時
の
住
職
が
め
ま
ぐ
る
し
く

変
わ
り
、
不
在
の
時
期
も
あ

っ
て
記
録
は
無
い
と
の
こ

と
。

　

御
霊
屋
の
老
朽
化
が
進

み
、
檀
家
住
民
の
寄
付
や
労

務
提
供
で
建
て
た
と
の
情
報

も
あ
る
そ
う
だ
。
こ
こ
で
、

『
生
ひ
立
ち
之
記
』
に
あ
る

「
舊
」
は
「
き
ゅ
う
・
ふ
る
い
」

と
読
む
こ
と
が
分
か
っ
た
次

第
。
そ
の
と
き
は
築
年
の
手

が
か
り
が
掴
め
ず
に
い
た

が
、
諦
め
き
れ
ず
昨
年
の
春

彼
岸
に
再
度
訪
れ
御
霊
屋
の

廻
り
を
ぐ
る
ぐ
る
探
っ
た
。

す
る
と
、
向
拝
柱
（
ご
は
い

ば
し
ら
）
の
沓
金
物
の
裏
側

に
、
緑
青
と
埃
に
ま
み
れ
た

彫
り
込
み
文
字
を
発
見
。
そ

こ
に
は
、「
寄
附　

福
島
市

　

木
下
銀
助
・
明
治
廿
四
年

八
月
」「
寄
附　

福
島
市　

遠
藤
慶
蔵
・
明
治
廿
四
年
八

月
」
と
記
さ
れ
て
あ
り
、『
生

ひ
立
ち
之
記
』
に
記
さ
れ
た

設
計
時
期
「
明
治
二
十
三
年

の
春
と
な
り
…
」
と
符
合
し

小
躍
り
し
た
。

　

余
談
に
な
る
が
、
御
霊
屋

の
築
年
調
査
の
際
に
床
下
換

気
口
に
刻
ま
れ
た
バ
ッ
テ
ン

（
×
）
を
見
つ
け
て
、
江
川

の
バ
ッ
テ
ン
だ
と
早
と
ち
り

し
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
バ
ッ
テ
ン
は
丹
羽
家

の
家
紋
で
あ
り
、「
に
わ
す

じ
か
い
」「
違
棒
（
ち
が
い

ぼ
う
）」「
直
違
紋
・
筋
違
紋

（
す
じ
か
い
も
ん
）」
な
ど
と

い
い
、
大
隣
寺
の
寺
紋
で
も

あ
る
。
御
霊
屋
の
場
所
は
本

堂
の
左
手
（
南
側
）
に
位
置

し
て
お
り
、
本
堂
手
前
か
ら

二
本
松
少
年
隊
戦
士
の
墓
前

を
通
り
右
手
に
曲
が
っ
た
奥

に
な
る
。
既
述
の
と
お
り
江

川
は
会
津
藩
士
の
三
男
で
あ

り
、
兄
は
戊
辰
戦
争
で
戦
死

し
て
い
る
。
御
霊
屋
の
設
計

監
督
に
当
た
っ
て
は
、
兄
と

同
様
に
戊
辰
戦
争
で
戦
死
し

た
少
年
隊
（
隊
長
木
村
銃
太

郎
22
才
、
最
年
少
が
12
才
と

い
う
少
年
達
）
の
墓
前
を
幾

度
と
な
く
往
来
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
戊
辰
戦
争
後
に

会
津
藩
は
遠
く
下
北
の
地
に

斗
南
藩
と
改
称
移
封
さ
れ
、

辛
酸
を
嘗
め
た
江
川
に
と
っ

て
、
丹
羽
家
御
霊
屋
の
設
計

嘱
託
は
誇
ら
し
さ
も
あ
っ
た

だ
ろ
う
が
、
心
中
去
来
す
る

思
い
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

で
、
こ
こ
か
ら
は
私
の
作

り
話
。
二
本
松
藩
は
奥
羽
越

列
藩
同
盟
で
会
津
藩
と
共
に

連
合
軍
と
し
て
戦
っ
た
謂
わ

ば
同
志
で
あ
り
、
江
川
は
そ

の
御
霊
屋
の
設
計
に
当
た
り

大
き
な
責
任
と
と
も
に
因
縁

め
い
た
も
の
を
感
じ
た
の
で

は
な
い
か
。

　

こ
の
と
き
、
福
島
県
雇
と

な
っ
て
３
年
目
の
明
治
23
年

で
あ
り
、
丹
羽
家
御
霊
屋
の

設
計
監
督
を
機
に
「
に
わ
す

じ
か
い
」
を
自
己
の
デ
ザ
イ

ン
、
あ
る
い
は
サ
イ
ン
と
し

て
意
識
し
、
交
叉
筋
違
（
ハ

ー
フ
テ
ィ
ン
バ
ー
）
を
多
用

す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
見

立
て
は
こ
じ
つ
け
が
過
ぎ
る

だ
ろ
う
か
。
何
故
な
ら
、「
に

わ
す
じ
か
い
」
は
「
〆
」
の

字
を
書
く
よ
う
に
右
下
が
り

の
棒
が
上
に
な
る
。

　

一
方
、
江
川
式
建
築
の
特

徴
の
一
つ
と
し
て
、
頑
な
ま

で
の
左
右
対
称
が
あ
る
。
と

こ
ろ
が
、
本
県
に
江
川
の
バ

ッ
テ
ン
が
唯
一
残
る
旧
亀
岡

家
住
宅
の
そ
れ
は
、全
て「
に

わ
す
じ
か
い
」の
形
で
あ
り
、

こ
の
部
分
だ
け
は
非
対
称
な

の
だ
。
本
来
な
ら
デ
ザ
イ
ン

的
に
も
構
造
的
に
も
対
称
形

に
連
続
配
置
す
べ
き
で
あ

り
、
江
川
の
バ
ッ
テ
ン
は
装

飾
な
の
だ
か
ら
な
お
さ
ら
だ

と
思
う
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
御
霊
屋
以

降
の
設
計
に
悉
く
バ
ッ
テ
ン

が
現
れ
る
こ
と
は
偶
然
で
は

な
く
、
江
川
の
強
い
意
図
を

感
じ
る
の
だ
が
如
何
だ
ろ

う
。
岡
山
の
バ
ッ
テ
ン
を
確

か
め
ね
ば
と
思
っ
て
い
る
。

　

‌【
旧
福
島
県
尋
常
中
学
校
・

現
安
積
歴
史
博
物
館
】�​『
生

ひ
立
ち
之
記
』
に
は
、「
明

治
三
十
四
年
に
第
一
及
第
二

中
学
校
の
改
築
及
新
築
工
事

の
起
工
設
計
に
従
事
」
と
記

さ
れ
て
お
り
、
高
梁
市
立
吹

屋
小
学
校
校
舎
調
査
報
告
書

に
は
こ
れ
を
出
典
と
し
て

「
福
島
県
尋
常
中
学
校
本
館

増
築
・
現
存
」
と
な
っ
て
い

る
。
ほ
か
に
も
江
川
三
郎
八

の
足
跡
が
記
さ
れ
た
文
献
等

に
設
計
者
と
し
て
紹
介
さ
れ

て
い
る
。
東
側
に
連
続
し
た

増
築
工
事
に
な
る
の
で
既
存

部
デ
ザ
イ
ン
を
踏
襲
す
れ
ば

い
い
も
の
を
、
昭
和
55
年
発

行
の
本
館
修
理
報
告
書
（
公

財
・
文
化
財
建
造
物
保
存
技

術
協
会
）
の
増
築
部
矩
計
図

に
は
、
既
存
部
と
明
ら
か
に

異
な
る
江
川
式
ト
ラ
ス
が
確

認
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
図
面
の
陸
梁
と

合
掌
の
仕
口
に
江
川
の
欠
き

込
み
は
描
か
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
も
確
か
め
ね
ば
、
と
思

う
気
持
ち
が
は
や
り
、公
財
・

安
積
歴
史
博
物
館
と
東
日
本

大
震
災
後
の
修
復
工
事
を
請

け
負
っ
た
地
元
の
八
光
建
設

に
無
理
を
お
願
い
し
、
屋
根

裏
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。

　

結
果
は
、
残
念
な
が
ら
報

告
書
通
り
で
欠
き
込
み
は
無

か
っ
た
が
、
旧
亀
岡
家
住
宅

も
同
様
で
あ
り
、
欠
き
込
み

の
有
無
が
何
を
意
味
す
る
の

か
新
た
な
謎
解
き
が
増
え

た
。
安
積
歴
史
博
物
館
調
査

の
帰
り
に
、
ふ
と
気
付
い
た

の
だ
が
、
正
面
の
八
角
形
の

玄
関
デ
ザ
イ
ン
と
旧
亀
岡
家

住
宅
の
そ
れ
が
似
て
い
る
よ

う
な
気
が
す
る
の
だ
が
ど
う

だ
ろ
う
。

　

‌【
庭
坂
第
二
発
電
所
】�​

こ

の
頃
、
江
川
と
無
関
係
の
文

献
、
古
写
真
な
ど
を
見
て
い

て
も
建
造
物
の
デ
ザ
イ
ン
に

つ
い
つ
い
バ
ッ
テ
ン
『
×
』

を
探
し
て
し
ま
う
自
分
が
い

る
。
庭
坂
第
二
発
電
所
の
軒

下
の
鮮
明
な
連
続
『
×
』
を

見
つ
け
た
時
に
は
、
江
川
が

「
ワ
シ
じ
ゃ
、
ワ
シ
じ
ゃ

よ
！
」
と
囁
い
て
い
る
よ
う

な
気
が
し
た
。

　

現
在
は
存
在
し
な
い
が
、

福
島
市
の
西
方
、
吾
妻
山
の

麓
、
旧
庭
坂
村
に
建
設
さ
れ

た
旧
福
島
電
燈
株
式
会
社

（
現
・
東
北
電
力
）
の
庭
坂

第
二
発
電
所
で
あ
る
。
福
島

電
燈
株
式
会
社
史
に
よ
る

と
、「
明
治
35
年
５
月
に
着

手
し
明
治
37
年
６
月
竣
功
し

た
り
」
と
あ
る
。
四
方
（
多

分
）
の
軒
下
に
こ
れ
で
も
か

と
い
う
ほ
ど
の
交
差
筋
違
は

江
川
に
間
違
い
な
い
。

　

‌【
瀬
上
嶋
貫
本
家
】�​

福
島

市
北
部
に
存
在
す
る
嶋
貫
本

家
は
明
治
32
年（
１
８
９
９
）

起
工
の
記
録
が

あ
り
、
旧
亀
岡

家
住
宅
が
あ
っ

た
桑
折
町
伊
達

崎
（
旧
伊
達
崎

村
）
に
比
較
的

近
く
、
建
築
時

期
も
同
時
期
で

あ
る
。
小
屋
組

は
洋
小
屋
で
あ

る
が
、
棟
札
も

墨
書
き
も
不
明

で
あ
り
江
川
ト
ラ
ス
の
特
徴

も
見
つ
け
ら
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
外
壁
下
見
板
や

軒
下
の
見
上
げ
板
と
持
送

り
、
内
部
腰
羽
目
板
の
加
工

な
ど
に
江
川
デ
ザ
イ
ン
と
酷

似
す
る
も
の
が
あ
り
、
詳
細

調
査
を
続
け
た
い
。
平
成
25

年
に
国
登
録
有
形
文
化
財
に

な
っ
て
い
る
。

　

‌【
福
島
県
知
事
官
舎
】�​

福

島
県
施
設
管
理
課
保
管
の

「
福
島
県
知
事
官
舎
姿
図
」

が
あ
り
、
軒
下
に
交
叉
筋
違

が
描
か
れ
て
い
る
の
で
江
川

設
計
に
違
い
な
い
と
決
め
打

ち
し
、
築
年
記
録
や
写
真
を

探
索
中
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
う
ち
庭
坂
発
電

所
以
下
は『
生
ひ
立
ち
之
記
』

に
記
述
は
無
く
、
旧
亀
岡
家

住
宅
も
無
い
の
で
あ
る
。
ほ

か
に
も
江
川
バ
ッ
テ
ン
が
写

る
集
合
写
真
が
複
数
手
元
に

あ
る
の
だ
が
確
認
に
至
っ
て

い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
未
確

認
の
江
川
式
建
築
が
ま
だ
ま

だ
あ
る
は
ず
で
、
こ
れ
か
ら

も
時
空
を
超
え
て
彼
に
出
会

え
る
こ
と
を
楽
し
み
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

　

※
３
月
５
日
か
ら
東
京
建

物
京
橋
ビ
ル
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
：

Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｚ
Ａ
２
階
で
企
画
展

「〝
江
川
式
〟
擬
洋
風
建
築
、

江
川
三
郎
八
が
つ
く
っ
た
岡

山
・
福
島
の
風
景
」
が
開
催

さ
れ
る
の
で
、
上
京
の
折
は

是
非
見
学
い
た
だ
き
た
い
。

（
県
建
築
安
全
機
構
副
理
事

長
）

（
終
）

建
造
物
の「
バ
ッ
テ
ン
」を
追
う
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福
島
県
知
事
官
舎
姿
図

（
上
か
ら
）
丹
羽
家
御
霊
屋
、
換
気
孔
、
丹
羽
家
家
紋

旧
県
尋
常
中
学
校
・
現
安
積

歴
史
博
物
館
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